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論文

内

容要旨

 田本の中世代三畳細嚼は北海道を除く各地・即ち・北上山地・関東山地・舞鶴帯・四国・九州・
 及び中国地方西部に発達する。下部三畳系は岩相上からは北上山地,舞鶴帯の地膚で代表される砂

 岩.頁岩の卓越する岩相と石灰岩を主とする四国の田穂層・『九州の上村屠に区分出来る。又動物群
 の上では二枚貝を主とするものと菊石(アンモナイト)を主とするものからな鉱日本では下部三

 畳紀層に菊石による4化石帯が識別出来た。中部三畳系は極めて限定された分布を示し,その下部
 は北上山地,舞鶴帯と四国の一部に分布し上部は四国.九州,中国に限られる。化石帯は2つ
 の菊石化石帯から成る。上部三畳系は我国では最も広い分布を示し・菊石化石よりも二枚畏.腕足

 類が卓越する。

 本論文に示した要点は大略次の様である。

 (1)日本の下部三畳系は4菊石化石帯1)Glyptoph圭ceras帯2)Owenites及び

 .鏡帯3)Anasibirites.帯4)Subcolumb重土es.帯に下位から区分される。
 (2)下部三畳系Entoliu澱一Eumorphotis動物群を含む地膚は・Gyronitan-Flemingitan

 の時代に対比されその層位学的位置はGlyptoP短iceras帯(Otoceratan)とOwenites一

 一Aspen…tes帯(Lowerρwe撮tan)との問に置かれる。

 (3)四国田穂層の下部三畳紀アンモナイトはAnas玉bmtes・Hem主prionites・Wyomi圭}gites・

 Arctoレrionites及びXenoce生titesの種を含み.世界各地から報告されている上部Owe獄itan.の
 時代のAnas玉bir圭tesmu}tiformis化石帯のものに対比される。

 (4)鼠本の中部薦畳紀アンモナイトは北上山地・及び舞鶴帯から産し・最下部アニシアンを代

 表するものはLeio凶y1}圭te§動物群で・最上部のそれはparacerat圭tes動物群で代表される。
 ラデイニアンは2つの菊石化石帯即ち下位のProtrachycerasreitzi帯と上位のP.arcれelaus
 帯に区分され・前者は北上山地の利府層・後者は西南日本の蔵法院屠によりそれぞれ代表される。

 (5)上部三畳系のアンモナイトはむしろ産出が稀で・Paratrachyceras・Proarcestes,

 Arcestes・Stenarcestes・Placites;が特徴的でParatrac負ycerasとProarcestesを含む±也屠は西

 南日本に卓越する川内ケ谷層群でカーニアンの時代に対比される。又Pladt釜及びArcestesを

 含む北上山地の皿貝層群長の森屠及びSteaarcestesを含む成羽層群の地頭屠はすべてノーリアン
 に相当する。

 (6)上部三畳紀のMonot玉s層とアンモナイト動物群との関係はPiac圭tesとArcestesの屑準

 又はStenarcestesの化石帯に食められる。

 (7)二畳一三畳紀麟の境界は直接観察出来ないが・GlyptOP出ceras帯の下に引かれるものと

 考えられ・北上山地・舞鶴帯ではその境界の時代は前者よりや玉後期に当るが下部三畳紀

 Entoli騰一Bumor凶otis層の下に引かれ,その直接の関係は不規則な侵蝕面をもつた平行状不整

 合を示している。

 (8)スキテイアン(下部三畳紀)とアニシアン(中部三畳紀下部)との境界は北上山地では大

 沢層のSubcolumb圭tes帯と風越層のLeioPhynites-Gymnites帯との間に引かれる。

 (9)アニシアンとラデイニアンの境界は日本ではParaceratltestrinodosus帯とProtrach狛

 cerasreitz1帯の間に引かれる。

 (10)中部三畳系(ラディニアン)と上部三畳系(カーニアン)の境界はProtrachyceras

 arc丘elaus帯:又はP.pseudoarcbe捻us帯とParatracilycerasれofmanr}i又はOxytoma-Ha圭obia

 麟の間に引かれるが直接の関係を示す露頭は目下見られない。
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 (n)カ一二アンとノーリアソの境界はOxyt・刀自な型aI・bia層とMon・tis層の間に引かれ,菊
 石化石の上では生層序学的にParatrachycefas又はProarcestes層とPlac}tes又はStenarcestes

 膚の間に引かれるものと考えられる。

 (12)Mo員otis層の上部には炭層又は植物化石屠を含み・レーテアンの時代に属する可能性が考
 えられる。

 (13)西南日本外帯の下部三畳系は現在知られる限りでは殆んど贋灰岩であるが,東北日本及び

 西南日本内帯のものは礫岩・砂岩,頁岩から構成されている。

 (M)中部三畳系は一般にフリツシユ型の細粒堆積物により構成されているが、上部三畳系は粗

 粒堆積物から成っている。

 (15)顕著な日本の三畳紀に生じた構造運動は上部二畳紀と下部三畳紀の間に認められ.又他は
 ラデイゴか響一一カーニシア前の時代に認められ・これらは。地屡分布.構造の相異,動物群の顕著
 な変化・堆積物の著しい相違により明らかである。な細ラデイニアンう下嶋と上部の間に耐ll麟

 堆積盆地の漸移的変化が認められる。

 以上が本論文の主な諸点であるが.今回新らしく産出した三畳紀アンモナイトを論文に記載報告

 した。この中.下部三畳紀のものは従来四国の出穂層から江原真悟(1927)により報告された

 ものを全面的に再検討し.氏がMeekoceras・Ω蝿Xenodiscus等とされたものは大部分
 Anasiblrites・Hemiprl・n圭tes・Arct・ρri・蹴es・Wy。mingites,Xe慧。celtite凱に属赤るこ
 とが明らかとな極北アメリカ.テイモール,カナダ東部及び北極海沿岸地方,ソールト・レーン

 ヂ・ヒマラヤ.南支那.ナルバニヤ.スピヅッベルゲン等から報告されているAnasibirites

 multiformis帯の動物群に対比されることが明らかとなった。又北上山地の下部三畳系から騒本

 で始めて上部スキテイアンを代表する菊石S泊bcol日mbitesを・また利府層から中部三畳紀菊石17

 種(中4新種)を報告した。四濁の蔵法院層からも新たに上部ラデイニァンに属ナるProtracbyce・一

 rasを記載し、これがアルプス地方の上部ラデイニアンのWePgen層(Protrachycerasar面ei一

 坐,帯)に正確に対比されることを明らかにした。

 また今回の三畳系屠序及び菊石に関する砺究で菊石と他の化石相との関係が明らかとなった。即

 ち・下部三畳系のEnto圭ium-Eumorphotis二枚貝群はアンモナイト化石帯の上でGyronita狛

 から翫em圭臼9圭tanにわたって我国では最も卓越している。中部三畳紀の特徴的二枚貝.1)aoaella

 動物群は田本では下部ラデイニアンから上部ラデイニァンにかけて分布し・菊石化石帯では前記皇、

 reitzi-arc打eiaus帯にまたがって発達している。上部三畳紀下部に多い二枚貝Halobia動物群は

 
 

 舞鶴帯でMonophv1Htes.置rakurensisと共に含表れ、ている。また中部カ一嵩アンのParatraciWc-

 erasはHaiobiaてTosap塑の二枚貝群の層準とほぼ一致する。上部三畳紀ノー…」アンの菊石
 (Arcestes・Stenarcestes・Placttes履)はMouotls動物群と共存していることが明らかにな
 った。

 尚今回の研究で新らしい三畳紀屠の分布が四国の板取川・及び野村盤地で認められた。これらは

 上部三畳紀に属し.前者はMG鷺otiΣ動物群を多産し.後者はHalobla一迦盤!動物群を含みノー
 リアン及びカ一二アンーノーリアンに属するものである。

 最後に1蟹相から見て・本邦三畳紀初期のスキテイアンの堆種物は海侵の当時.Dttora工ZO窺eの

 デルタのような堆積環境であったと考えられ・これがスキイテイアン後期には除々に郵er圭tic又は深
 海の堆積相に変化して沿凱出穂・岩井・九州の上村のスキイテイァン中部に鵬する各麟の石灰岩

 は堆積相からみて,httora1からNer圭ticの堆積環境への中間のPhaseに相当ずるものと考えら
 れ,全体から見て下部三畳系は一つの大きなMegacyclo偵emを示している。中部三畳紀の堆積物
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 は基底には下部三畳系と同様.粗粒堆積物から始ま,軌上部・つまり後期になるに従がつて細粒の
 堆積物に移化し.典型的なフリッシユ相を呈している。三畳紀後期は前述の如く全体として粗粒堆

 積物が卓越し・炭膚を介在し、砂岩中には雲母の破片を多ぐ含むことから.一部no最一marine,一
 部沿岸性の堆積環境にあったことが推測される。又置本では三畳紀後期ノーリアン期には海侵が最
 大に達したものと考えられる。
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論文審査要旨

 本論文(田本三畳系の層序とアンモナイト動物群〉は英文で,B本三畳系を初めて総括的に取り
 扱った地質学的古生物学的研究であって10章からなっている。

 第1章では・北上山地南部.関東山地.岐車県.舞鶴帯・四国,九州並びに山口県などに発達す
 る三畳系の地域的な分布状態・研究史について述べている。七つの地域に分布する三畳系の層序,

 地質構造・並びにアンモナイト動物群の属位難句位置について詳細に記載している。さらに各地域毎

 に三畳系の岩相士の特徴,堆積環境'並びにアンモナイト以外の動物化石について論じている。特

 に・膚位学的,古生物学的に四濁を横断する黒瀬谷構造帯に発達する三畳系の雇序を明らかにした。

 田本の下部三畳系を四つのアンモナイト帯に区分ずることに成功している。この帯は下部より・

 Giyptopkicera§・Owenites及びAsρen猶es・Ahaslb圭rites・Subcolumbitesなどで中部三畳
 系は・下位のProtrachyceras並びに上音呂のparacerat孟tesで,さらに上部三畳系は.Pi呂cites

 及びArcestesによって代表されることを述べている。

 第2章では・B本の二畳系・三畳系の古生物学的並びに屡位学的な境界の再検討を行ない.アン

 モナイト動物群及びその他の化石によって二畳系、ジユラ系との境界を確認することに成功してい

 る。境界は外国の化石層準に基く境界とよく一致することを指摘している。

 第4章では・各地域に分布する三畳系の堆積環境並びに構造発達史について述べている。西南日

 本外帯の下部三畳系はほとんどが石灰岩であるが・東北沼本及び西南日本内帯では礫岩・砂岩から

 なっていること。達た中部三畳系はFlySch型の堆積物で構成されているが,上部三畳系は主とし

 て砂岩から成り立っている。この岩相の変化は堆積環境を裏づけるものであって・構造発達史とも
 密接な関係のあることなどを詳細に論じている。

 第5,α7章では・日本のアンモナイト帯の水平的,垂直的分布並びに他の化石動物との関係につ

 いて・地域的並びに全般的な考察を行なっている。

 第8・9章では・田本に分布する三畳系をアンモナイト化石によって米痴・インド.スイス,ドイ、・

 ツなどに発達ずる三畳系との対比を行ない.従来不明確であった日本と諸外国の三畳系の対比を確

 立することに成功した。さらに三畳系化石動物群並びに岩相により,下部.中部並に上部三畳系の
 堆積環境について総括的に述べている。

 第10章では・アンモナイト20属・42種の再検討を行ない・内14種は新種として提唱している。
 公表済論文14篇中5篇は英文であるが・何れも本研究の基礎をなす重要なものである。語学,専

 門学科並に論文審査に合格し,よって坂東祐司の提出した論文は理学博士の学位論文として合格と
 認める。
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